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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１ＬＥＤを有し、第１駆動信号に基づいて駆動される第１ＬＥＤ表示部と、
　前記第１ＬＥＤと輝度の推移が同等である第２ＬＥＤを有し、互いに異なる複数の第２
駆動信号に基づいて駆動される複数の第２ＬＥＤ表示部と、
　前記第１ＬＥＤの前記第１駆動信号に対応する第１累積点灯時間を記憶する点灯時間記
憶部と、
　前記第２ＬＥＤ表示部ごとに、前記第２ＬＥＤの輝度を測定する輝度測定部と、
　前記第２ＬＥＤ表示部ごとに、前記輝度測定部で測定された前記第２ＬＥＤの前記輝度
の推移と、前記第２ＬＥＤの前記第２駆動信号に対応する第２累積点灯時間とを対応付け
て記憶する輝度推移記憶部と、
　前記点灯時間記憶部に記憶された前記第１累積点灯時間と、前記輝度推移記憶部に記憶
された、前記第２ＬＥＤ表示部ごとの前記第２ＬＥＤの前記輝度の推移及び前記第２累積
点灯時間とに基づいて、前記第１駆動信号を補正することによって、前記第１ＬＥＤの輝
度を補正する輝度補正部と
を備え、
　前記第１駆動信号は、第１デューティ比を有するＰＷＭ信号であり、
　前記複数の第２駆動信号は、互いに異なる第２デューティ比を有するＰＷＭ信号であり
、
　前記第１累積点灯時間は前記第１デューティ比によって表され、
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　前記第２累積点灯時間は前記第２デューティ比によって表され、
　前記輝度補正部は、
　前記輝度推移記憶部に記憶された前記第２ＬＥＤ表示部ごとの前記第２ＬＥＤの前記輝
度の推移及び前記第２累積点灯時間に基づいて、前記第２ＬＥＤの前記輝度の推移と前記
第２デューティ比との関係式を求め、前記点灯時間記憶部に記憶された前記第１累積点灯
時間の前記第１デューティ比と前記関係式とに基づいて、前記第１駆動信号を補正する、
ＬＥＤ表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のＬＥＤ表示装置であって、
　前記輝度補正部は、
　前記第２ＬＥＤ表示部ごとの前記第２ＬＥＤの前記輝度の推移及び前記第２累積点灯時
間から、前記点灯時間記憶部に記憶された前記第１累積点灯時間に最も近い前記第２累積
点灯時間に対応する前記第２ＬＥＤの前記輝度の低下率を取得し、当該取得した前記輝度
の低下率にも基づいて、前記第１駆動信号を補正する、ＬＥＤ表示装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のＬＥＤ表示装置であって、
　前記輝度補正部は、
　前記補正によって、前記第１ＬＥＤの輝度を初期輝度に調整する、ＬＥＤ表示装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のうちのいずれか１項に記載のＬＥＤ表示装置であって、
　前記第１ＬＥＤ表示部の表示と、各前記第２ＬＥＤ表示部の表示とが並行して行われる
、ＬＥＤ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ（Light Emitting Diode：発光ダイオード）を有するＬＥＤ表示部を
備えるＬＥＤ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤを有するＬＥＤ表示装置は、ＬＥＤの技術発展と低コスト化により、屋外及び屋
内の広告表示等の多くの用途に使用されている。具体的には、従来、ＬＥＤ表示装置は、
自然画及びアニメーションの動画像の表示に主に使用されていた。しかし近年、画素ピッ
チの狭ピッチ化に伴い、視認距離が短くても画質を維持することが可能となったことから
、屋内での用途として、会議室や監視用途などにも使用されている。
【０００３】
　このうち監視用途においては、静止画に近いパソコン画像を表示することが多い。しか
しながら、ＬＥＤは点灯時間が長くなるにつれて輝度が低下するため、画像の内容により
各ＬＥＤの点灯時間、ひいては各ＬＥＤの輝度低下率が異なる。この結果、点灯時間に伴
う画素の輝度ばらつき及び色ばらつきが発生していた。
【０００４】
　このような輝度ばらつき及び色ばらつきを低減するために、ＬＥＤ表示部の輝度を検出
して当該輝度を補正する技術、または、ＬＥＤの表示時間を積算し、当該積算によって得
られる積算時間に基づいて輝度補正係数を補正することにより輝度を補正する技術が提案
されている（例えば特許文献１及び２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－１５４３７号公報
【特許文献２】特開２００６－３３０１５８号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　寿命試験などにより積算時間に基づいてＬＥＤの輝度低下率を計測し、当該輝度低下率
を用いて輝度を補正する技術によれば、ＬＥＤの点灯時間の違いに起因する輝度ばらつき
及び色ばらつきを補正することは可能である。しかしながら、ＬＥＤの製造ロットの違い
による特性のばらつきなどのように、予測困難な特性のばらつきが必然的に存在する。こ
のため、単純に積算時間に基づいて、精度よく輝度ばらつきを補正することは困難であっ
た。
【０００７】
　また、所望の画像を表示するＬＥＤ表示部から輝度を検出する技術では、精度よく輝度
を補正することが可能であるが、輝度検出時に輝度検出用の画像を表示する必要がある。
このため、２４時間稼働が求められる表示システム（例えば上述の監視用途の表示システ
ムなど）においては、輝度ばらつき等を補正するために表示（稼動）を停止するか、表示
を維持するために輝度ばらつき等の補正を断念するかのいずれかを甘受せねばならなかっ
た。
【０００８】
　そこで、本発明は、上記のような問題点を鑑みてなされたものであり、第１ＬＥＤ表示
部にて所望の画像を表示させたまま、第１ＬＥＤ表示部の輝度ばらつき及び色ばらつきを
抑制可能な技術を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係るＬＥＤ表示装置は、第１ＬＥＤを有し、第１駆動信号に基づいて駆動され
る第１ＬＥＤ表示部と、前記第１ＬＥＤと輝度の推移が同等である第２ＬＥＤを有し、互
いに異なる複数の第２駆動信号に基づいて駆動される複数の第２ＬＥＤ表示部と、前記第
１ＬＥＤの前記第１駆動信号に対応する第１累積点灯時間を記憶する点灯時間記憶部と、
前記第２ＬＥＤ表示部ごとに、前記第２ＬＥＤの輝度を測定する輝度測定部と、前記第２
ＬＥＤ表示部ごとに、前記輝度測定部で測定された前記第２ＬＥＤの前記輝度の推移と、
前記第２ＬＥＤの前記第２駆動信号に対応する第２累積点灯時間とを対応付けて記憶する
輝度推移記憶部と、前記点灯時間記憶部に記憶された前記第１累積点灯時間と、前記輝度
推移記憶部に記憶された、前記第２ＬＥＤ表示部ごとの前記第２ＬＥＤの前記輝度の推移
及び前記第２累積点灯時間とに基づいて、前記第１駆動信号を補正することによって、前
記第１ＬＥＤの輝度を補正する輝度補正部とを備える。前記第１駆動信号は、第１デュー
ティ比を有するＰＷＭ信号であり、前記複数の第２駆動信号は、互いに異なる第２デュー
ティ比を有するＰＷＭ信号であり、前記第１累積点灯時間は前記第１デューティ比によっ
て表され、前記第２累積点灯時間は前記第２デューティ比によって表され、前記輝度補正
部は、前記輝度推移記憶部に記憶された前記第２ＬＥＤ表示部ごとの前記第２ＬＥＤの前
記輝度の推移及び前記第２累積点灯時間に基づいて、前記第２ＬＥＤの前記輝度の推移と
前記第２デューティ比との関係式を求め、前記点灯時間記憶部に記憶された前記第１累積
点灯時間の前記第１デューティ比と前記関係式とに基づいて、前記第１駆動信号を補正す
る。

【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、点灯時間記憶部に記憶された第１累積点灯時間と、輝度推移記憶部に
記憶された第２ＬＥＤの輝度の推移及び第２累積点灯時間とに基づいて、第１ＬＥＤ表示
部の第１ＬＥＤの輝度を補正する。これにより、第１ＬＥＤ表示部にて所望の画像を表示
させたまま、第１ＬＥＤ表示部の輝度ばらつき及び色ばらつきを抑制することができる。
また、互いに異なる複数の第２信号に基づいて複数の第２ＬＥＤ表示部を駆動することに
より、複数の第２ＬＥＤ表示部の輝度ばらつきを抑制することができるので、輝度補正の



(4) JP 6594086 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

精度を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】実施の形態１に係るＬＥＤ表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】実施の形態１に係るＬＥＤ表示装置のハードウェア構成を示すブロック図である
。
【図３】ＰＷＭ駆動の一例を示す図である。
【図４】第１ＬＥＤの点灯時間と輝度低下率との関係の一例を示す図である。
【図５】第２ＬＥＤの点灯時間と輝度低下率との関係の一例を示す図である。
【図６】第２ＬＥＤの点灯時間と輝度低下率との関係の一例を示す図である。
【図７】実施の形態１に係るＬＥＤ表示装置の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　＜実施の形態１＞
　図１は、本発明の実施の形態１に係るＬＥＤ表示装置の構成を示すブロック図である。
図１（ａ）のＬＥＤ表示装置１００は、第１ＬＥＤ表示部１と、複数の第２ＬＥＤ表示部
２（第２ＬＥＤ表示部２０１，２０２，２０３，２０４）と、入力端子３と、映像信号処
理部４と、信号補正部５と、第１駆動部６と、点灯時間記憶部７と、信号生成部８と、第
２駆動部９と、輝度測定部１０と、輝度推移記憶部である輝度低下率記憶部１１と、補正
係数演算部１２とを備える。なお、輝度補正部１８は、信号補正部５及び補正係数演算部
１２を含んでいる。
【００１３】
　まず各構成要素のハードウェアについて説明する。第１ＬＥＤ表示部１、及び、複数の
第２ＬＥＤ表示部２には、例えばＬＥＤ表示パネルが適用され、輝度測定部１０には、例
えば可視域の波長で計測可能なフォトダイオードなどの計測デバイスが適用される。点灯
時間記憶部７及び輝度低下率記憶部１１には、例えば図２のメモリ９１が適用される。映
像信号処理部４、信号補正部５、第１駆動部６、信号生成部８、第２駆動部９、及び、補
正係数演算部１２（以下「映像信号処理部４等」と記す）は、例えば図２のプロセッサ９
２が、メモリ９１に記憶されたプログラムを実行することによって実現される。
【００１４】
　なお、メモリ９１は、例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、フラッシュメモリー、ＥＰＲＯＭ、Ｅ
ＥＰＲＯＭ等の、不揮発性または揮発性の半導体メモリや、磁気ディスク、フレキシブル
ディスク、光ディスク、コンパクトディスク、ミニディスク、ＤＶＤ等を含む。プロセッ
サ９２は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、中央処理装置、処理装置、演
算装置、マイクロプロセッサ、マイクロコンピュータ、プロセッサ、ＤＳＰを含む。上記
プログラムは、映像信号処理部４等の手順や方法をコンピュータに実行させるものであり
、例えば、ソフトウェア、ファームウェア、またはソフトウェアとファームウェアとの組
み合わせにより実現される。
【００１５】
　なお、映像信号処理部４等は、ソフトウェアプログラムに従って動作することにより実
現される構成に限ったものではなく、例えば、当該動作をハードウェアの電気回路で実現
する信号処理回路であってもよい。または、映像信号処理部４等は、ソフトウェアプログ
ラムにより実現される構成と、ハードウェアにより実現される構成との組み合わせであっ
てもよい。
【００１６】
　次に、図１のＬＥＤ表示装置１００の各構成要素について概要を説明した後、いくつか
の構成要素について詳細に説明する。
【００１７】
　＜概要＞
　第１ＬＥＤ表示部１は、例えば文字、図形などの所望の画像を表示するために用いられ



(5) JP 6594086 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

る。第１ＬＥＤ表示部１は、複数の第１ＬＥＤ１ａを有しており、第１駆動部６からの第
１駆動信号（換言すれば表示パターン、駆動パターン、駆動データ）に基づいて駆動され
ることによって、個々の第１ＬＥＤ１ａの点灯制御などが行われる。
【００１８】
　第１ＬＥＤ１ａは、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）及び青色（Ｂ）のいずれかのＬＥＤを含ん
でおり、第１ＬＥＤ表示部１が有する複数の第１ＬＥＤ１ａは、Ｒ、Ｇ及びＢのＬＥＤを
含んでいる。なお、図１（ａ）の例では、縦４組×横４組の合計１６組の第１ＬＥＤ１ａ
が、マトリクス状に配設されている。そして、１組の第１ＬＥＤ１ａは、図１（ｂ）に示
すように、Ｒ、Ｇ及びＢの合計３つのＬＥＤを含んでいる。ただし、第１ＬＥＤ１ａの数
はこれに限ったものではない。
【００１９】
　複数の第２ＬＥＤ表示部２は、第１ＬＥＤ表示部１の輝度の推移を計測（予測）するた
めの表示を行う。なお、輝度の推移は、例えば初期輝度を１００％として現在の輝度を示
す輝度の維持率、または、輝度の維持率と逆の関係である輝度の低下率（＝１００％－輝
度の維持率）などを含む。以下では、輝度の推移に、輝度の低下率が適用されているもの
として説明する。
【００２０】
　複数の第２ＬＥＤ表示部２は、それぞれが複数の第２ＬＥＤ２ａを有しており、互いに
異なる複数の第２駆動部９からの第２駆動信号（換言すれば表示パターン、駆動パターン
、駆動データ）に基づいて駆動されることによって、個々の第２ＬＥＤ２ａの点灯制御な
どが行われる。
【００２１】
　ここで、各第２ＬＥＤ表示部２の第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率と、第１ＬＥＤ表示部１
の第１ＬＥＤ１ａと輝度低下率とは同等である。つまり、第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率が
、第１ＬＥＤ１ａの輝度低下率と同一、または同一視できる程度に類似している。例えば
、第１ＬＥＤ１ａ及び第２ＬＥＤ２ａに、製造ロットが同じＬＥＤが適用されたり、輝度
及び波長などによりＬＥＤを分類するＢＩＮコードが同じＬＥＤが適用されたりすると、
両者の輝度及び波長などの特性が合わされるので、両者の輝度低下率が同等となる。
【００２２】
　第２ＬＥＤ２ａは、第１ＬＥＤ１ａと同様に、Ｒ、Ｇ及びＢのいずれかのＬＥＤを含ん
でおり、各第２ＬＥＤ表示部２が有する複数の第２ＬＥＤ２ａは、Ｒ、Ｇ及びＢのＬＥＤ
を含んでいる。なお、図１（ａ）の例では、縦２組×横２組の合計４組の第２ＬＥＤ２ａ
が、マトリクス状に配設されている。そして、１組の第２ＬＥＤ２ａは、１組の第１ＬＥ
Ｄ１ａと同様に、Ｒ、Ｇ及びＢの合計３つのＬＥＤを含んでいる。ただし、第２ＬＥＤ２
ａの数はこれに限ったものではない。
【００２３】
　加えて本実施の形態１では、第１ＬＥＤ表示部１の表示（駆動）と、各第２ＬＥＤ表示
部２の表示（駆動）とが並行して行われる。これにより、第１ＬＥＤ１ａ及び各第２ＬＥ
Ｄ２ａが、同じような環境下で点灯されるので、これらの輝度低下率を互いに近づけるこ
とが可能となっている。
【００２４】
　入力端子３は、外部から映像信号を受け付ける。映像信号処理部４は、入力端子３で受
け付けた映像信号に基づいて、表示に必要な領域を選択したり、ガンマ補正などの処理を
行ったりする。
【００２５】
　信号補正部５は、後述する補正係数演算部１２からの補正係数を用いて、映像信号処理
部４の出力信号の輝度を補正する。この補正により、信号補正部５は、第１駆動部６から
第１ＬＥＤ表示部１への第１駆動信号、ひいては１以上の第１ＬＥＤ１ａの輝度を、実質
的に補正することが可能となっている。
【００２６】
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　第１駆動部６は、信号補正部５で補正された出力信号に基づいて、第１ＬＥＤ表示部１
を駆動するための第１駆動信号を生成する。第１駆動部６は、当該第１駆動信号を第１Ｌ
ＥＤ表示部１に出力することによって、第１ＬＥＤ表示部１を駆動する。
【００２７】
　点灯時間記憶部７は、第１ＬＥＤ１ａの第１累積点灯時間（第１ＬＥＤ１ａが点灯され
た時間を累積的に加算することにより得られる時間）を記憶する。
【００２８】
　信号生成部８は、複数の第２駆動信号を生成するための信号を生成する。
【００２９】
　第２駆動部９は、信号生成部８で生成された信号に基づいて、複数の第２ＬＥＤ表示部
２を駆動するための複数の第２駆動信号を生成する。第２駆動部９は、当該複数の第２駆
動信号を複数の第２ＬＥＤ表示部２に出力することによって、複数の第２ＬＥＤ表示部２
を駆動する。
【００３０】
　輝度測定部１０は、第２ＬＥＤ表示部２ごとに、第２ＬＥＤ２ａの輝度を測定する。な
お、ここでは、第２ＬＥＤ表示部２０１，２０２，２０３，２０４に対応させて配設され
た輝度測定部１００１，１００２，１００３，１００４が、輝度測定部１０として適用さ
れている。しかしこれに限ったものではなく、例えば移動可能な一の輝度測定部が、輝度
測定部１０として適用されてもよい。
【００３１】
　輝度推移記憶部である輝度低下率記憶部１１は、第２ＬＥＤ表示部２ごとに、輝度測定
部１０で測定された第２ＬＥＤ２ａの輝度の低下率と、第２ＬＥＤ２ａの第２累積点灯時
間（第２ＬＥＤ２ａが点灯された時間を累積的に加算することにより得られる時間）とを
対応付けて記憶する。なお、輝度測定部１０の測定、及び、輝度低下率記憶部１１の記憶
は、複数の第２ＬＥＤ表示部２が表示されている間、随時行われる。
【００３２】
　補正係数演算部１２は、点灯時間記憶部７に記憶された第１累積点灯時間と、輝度低下
率記憶部１１に記憶された、第２ＬＥＤ表示部２ごとの第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率及び
第２累積点灯時間とに基づいて、輝度の補正係数を算出する。
【００３３】
　ここで図１の輝度補正部１８は、上述した信号補正部５及び補正係数演算部１２を含ん
でいる。このため、輝度補正部１８は、点灯時間記憶部７に記憶された第１累積点灯時間
と、輝度低下率記憶部１１に記憶された、第２ＬＥＤ表示部２ごとの第２ＬＥＤ２ａの輝
度低下率及び第２累積点灯時間とに基づいて上述した補正係数を算出する。そして、輝度
補正部１８は、当該補正係数を用いて、映像信号処理部４の出力信号の輝度を補正するこ
とによって、第１駆動部６の第１駆動信号、ひいては第１ＬＥＤ１ａの輝度を補正する。
【００３４】
　なお、本実施の形態１では、複数の第１ＬＥＤ１ａの複数の第１累積点灯時間は異なっ
ている。そして、輝度補正部１８は、点灯時間記憶部７に記憶された複数の第１累積点灯
時間のうち最も長い第１累積点灯時間と、輝度低下率記憶部１１に記憶された、第２ＬＥ
Ｄ表示部２ごとの第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率及び第２累積点灯時間とに基づいて上記補
正を行うように構成されている。
【００３５】
　＜詳細＞
　本実施の形態１では、第１ＬＥＤ１ａの輝度調整に、ＰＷＭ（Pulse Width Modulation
）方式が適用される。図３は、ＰＷＭ方式で用いられるＰＷＭ駆動の一例を示す図である
。図３（ａ）には、ＰＷＭの基本周期（パルス周期）が示されており、映像信号の１フレ
ーム期間以下の期間が、ＰＷＭの基本周期に適用される。図３（ｂ）には、パルス幅のデ
ューティ比が例えば８５％の場合が示され、図３（ｃ）には、パルス幅のデューティ比が
例えば８０％の場合が示されている。パルス周期は非常に短いので、パルス周期のＬＥＤ
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の点滅は、人の目には点灯として感じられる。このようなＰＷＭ方式では、デューティ比
が小さいほどパルス幅におけるＬＥＤの点灯時間の割合が小さいので、人の目が感じる輝
度は、図３（ｂ）の場合よりも図３（ｃ）の場合の方が低くなる。このように、パルス幅
のデューティ比を変更することによって、第１ＬＥＤ１ａの輝度を調整することが可能と
なる。
【００３６】
　本実施の形態１では、第１駆動部６の第１駆動信号のデューティ比の情報が、信号補正
部５で補正された出力信号に含まれる。点灯時間記憶部７は、当該出力信号に含まれるデ
ューティ比に基づいて、個々の第１ＬＥＤ１ａの点灯時間を一定の単位時間ごとに累積す
ることにより、個々の第１ＬＥＤ１ａの第１累積点灯時間を記憶する。例えば、単位時間
が１時間であり、かつ、デューティ比が１０％の輝度の点灯である場合には、１時間ごと
に０．１時間の点灯時間（点滅時間から消灯時間を除いた時間）が、点灯時間記憶部７の
第１累積点灯時間に加算されることになる。このように、第１累積点灯時間は第１駆動信
号に対応している。同様に、第２累積点灯時間も第２駆動信号に対応している。
【００３７】
　図４は、緑色（Ｇ）の第１ＬＥＤ１ａの輝度低下率と、点灯時間（第１累積点灯時間）
との関係の一例を示す図である。なお、図４の点灯時間の目盛には対数目盛が適用されて
いる。
【００３８】
　図４に示されるように、点灯時間の増加とともに、緑色（Ｇ）の第１ＬＥＤ１ａの輝度
低下率は大きくなり、緑色（Ｇ）の第１ＬＥＤ１ａの輝度は低下する。程度には差がある
が、赤色（Ｒ）及び青色（Ｂ）の第１ＬＥＤ１ａの輝度も、点灯時間の増加とともに低下
する（図示せず）。また後述するように、第２ＬＥＤ２ａの輝度も、点灯時間の増加とと
もに低下する。
【００３９】
　従来技術では、第１ＬＥＤ１ａの輝度低下率は、事前に輝度を実測することによって求
められる。これに対して、本実施の形態１では、第１ＬＥＤ１ａの輝度を実測するのでは
なく、第１点灯時間を実測し、当該第１点灯時間と実質的に同じ第２点灯時間に対応付け
られた第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率を、第１ＬＥＤ１ａの輝度低下率として計測（予測）
するように構成されている。以下、第１ＬＥＤ１ａの輝度低下率の計測（予測）について
説明する。
【００４０】
　信号生成部８は、複数の第２ＬＥＤ表示部２の表示を制御するための第２駆動信号とな
る信号を生成する。第２駆動部９は、信号生成部８で生成された信号に基づいて、複数の
第２ＬＥＤ表示部２を駆動する。
【００４１】
　例えば第１ＬＥＤ表示部１の第１駆動信号（ＰＷＭ信号）の最大デューティ比が１００
％である場合には、信号生成部８は、１００％，７５％，５０％，２５％のデューティ比
で第２ＬＥＤ表示部２０１，２０２，２０３，２０４を駆動（設定）するための信号を生
成する。
【００４２】
　輝度測定部１０は、第２ＬＥＤ表示部２と対向配置されており、第２ＬＥＤ２ａの輝度
を測定する。実施の形態１では、輝度測定部１０は、個々の第２ＬＥＤ２ａの各色の輝度
を測定する。
【００４３】
　図５は、デューティ比１００％，７５％，５０％，２５％で駆動した緑色（Ｇ）の第２
ＬＥＤ２ａの輝度低下率と、経過時間である点灯時間（第２累積点灯時間）との関係の一
例を示す図である。なお、図５の点灯時間の目盛には対数目盛が適用されている。
【００４４】
　緑色（Ｇ）の第２ＬＥＤ２ａの輝度も、第１ＬＥＤ１ａの輝度と同様に点灯時間ととも
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に低下し、図５に示されるように、ＬＥＤの輝度低下率は点灯時間とともに増加する。た
だし、その増加の程度はデューティ比によって異なる。また、程度には差があるが、赤色
（Ｒ）及び青色（Ｂ）の第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率の増加の程度も、デューティ比によ
って異なる（図示せず）。
【００４５】
　ここでＲ、Ｇ，Ｂの第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率は、点灯時間ｔの関数ｋｒ（ｔ），ｋ
ｇ（ｔ），ｋｂ（ｔ）によってそれぞれ示すことが可能である。この関数ｋｒ（ｔ），ｋ
ｇ（ｔ），ｋｂ（ｔ）は、輝度低下率記憶部１１に記憶された複数組の第２ＬＥＤ２ａの
輝度低下率及び第２累積点灯時間に回帰分析などを行なうことによって、近似式または補
間式などの関係式として算出可能である。
【００４６】
　第２ＬＥＤ表示部２０１のデューティ比は１００％であり、第１ＬＥＤ表示部１のデュ
ーティ比以上で駆動されている。このため、例えば使用開始から現在までの時間にデュー
ティ比を乗算して得られる時間を累積的に加算した累積点灯時間に関して、第１ＬＥＤ表
示部１の第１累積点灯時間は、第２ＬＥＤ表示部２０１の第２累積点灯時間以下になる。
【００４７】
　デューティ比１００％で駆動される第２ＬＥＤ表示部２０１の点灯時間をｔとすると、
デューティ比７５％で駆動される第２ＬＥＤ表示部２０２の点灯時間は０．７５ｔ、デュ
ーティ比５０％で駆動される第２ＬＥＤ表示部２０３の点灯時間は０．５ｔ、デューティ
比２５％で駆動される第２ＬＥＤ表示部２０４の点灯時間は０．２５ｔとなる。
【００４８】
　輝度低下率記憶部１１には、第２ＬＥＤ表示部２０１，２０２，２０３，２０４につい
て、輝度測定部１００１，１００２，１００３，１００４の測定結果と、第２ＬＥＤ２ａ
の点灯時間とが対応付けられて記憶される。
【００４９】
　図６は、第２ＬＥＤ表示部２０１，２０２，２０３，２０４の緑色（Ｇ）の第２ＬＥＤ
２ａの規格化された輝度低下率と、点灯時間ｔとの関係の一例を示す図である。なお、図
６の縦軸の輝度低下率は、点灯時間ｔ（デューティ比１００％）の第２ＬＥＤ表示部２０
１の輝度低下率によって規格化されている。また、図６の点灯時間の目盛には対数目盛が
適用されている。
【００５０】
　一般的に、デューティ比が大きければ、点灯時間が長いため、輝度低下率は大きくなる
。ただし、点灯時間（デューティ比）とＬＥＤにおける発熱量とは比例しないので、点灯
時間（デューティ比）と輝度低下率とは比例せず、図６に示されるように比例式の輝度低
下率よりも実際の輝度低下率は全体的に低くなる。このことは、赤色（Ｒ）及び青色（Ｂ
）の第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率についても同様である（図示せず）。
【００５１】
　輝度補正部１８は、第２ＬＥＤ表示部２ごとの第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率及び第２累
積点灯時間に基づいて、第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率と第２累積点灯時間との関数（関係
式）を算出する。その一例として本実施の形態１では、輝度補正部１８は、緑色（Ｇ）の
第２ＬＥＤ２ａの規格化された輝度低下率と、デューティ比との関係を示す関数ｈｇ（ｄ
）を算出する。同様に、輝度補正部１８は、赤色（Ｒ）及び青色（Ｂ）についても、関数
ｈｇ（ｄ）と同様の関数ｈｒ（ｄ），ｈｂ（ｄ）を算出する。なお、関数ｈｒ（ｄ），ｈ
ｇ（ｄ），ｈｂ（ｄ）は、輝度低下率記憶部１１に記憶された第２ＬＥＤ２ａの輝度低下
率及び第２累積点灯時間に回帰分析などを行なうことによって、近似式または補間式など
として算出可能である。関数ｈｒ（ｄ），ｈｂ（ｄ）としては、例えば多項式の近似式な
どが想定されるが、これに限ったものではない。
【００５２】
　輝度補正部１８は、算出した関数に、点灯時間記憶部７に記憶された第１累積点灯時間
を適用して第１ＬＥＤ１ａの輝度低下率を計測し、当該輝度低下率に基づいて、第１駆動
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信号を補正する。
【００５３】
　＜動作＞
　図７は、本実施の形態１に係るＬＥＤ表示装置１００の輝度補正の動作を示すフローチ
ャートである。
【００５４】
　まずステップＳ１にて、輝度補正部１８（信号補正部５及び補正係数演算部１２）は、
動作開始時から、または前回の補正時から現時点までの時間が、輝度補正の単位時間（例
えば１００時間）を超えたか否かを判定する。ここで、輝度補正の単位時間は、一定時間
であってもよいし、補正回数に応じて変化する時間（例えば補正回数の指数関数として示
される時間）であってもよい。輝度補正の単位時間を経過したと判定した場合にはステッ
プＳ２に進み、そうでない場合にはステップＳ１を再度行う。
【００５５】
　ステップＳ２にて、輝度補正部１８は、点灯時間記憶部７を参照し、Ｒ，Ｇ，Ｂの第１
ＬＥＤ１ａの最大累積点灯時間ｔｒｍａｘ，ｔｇｍａｘ，ｔｂｍａｘを検索する。
【００５６】
　ステップＳ３にて、輝度補正部１８は、ステップＳ２で検索した最大累積点灯時間ｔｒ
ｍａｘ，ｔｇｍａｘ，ｔｂｍａｘから、最大駆動デューティ比ｄｒｍａｘ，ｄｇｍａｘ，
ｄｂｍａｘを求める。Ｒ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの第１累積点灯時間をｔｒ，ｔｇ，ｔ
ｂとすると、駆動デューティ比はｔｒ／ｔ，ｔｇ／ｔ，ｔｂ／ｔとなる。このため、Ｒ，
Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの最大駆動デューティ比ｄｒｍａｘ，ｄｇｍａｘ，ｄｂｍａｘは
、次式（１）によって求めることができる。
【００５７】
【数１】

【００５８】
　次に、輝度補正部１８は、ステップＳ２で検索した最大累積点灯時間ｔｒｍａｘ，ｔｇ
ｍａｘ，ｔｂｍａｘと同じまたはそれに近い、第２ＬＥＤ表示部２０１（デューティ比１
００％）の第２累積点灯時間に対応するＲ，Ｇ，Ｂの輝度低下率ｋｒ（ｔ），ｋｇ（ｔ）
，ｋｂ（ｔ）を検索する。そして、輝度補正部１８は、検索した輝度低下率ｋｒ（ｔ），
ｋｇ（ｔ），ｋｂ（ｔ）と、上述の関数ｈｒ（ｄ），ｈｇ（ｄ），ｈｂ（ｄ）とから、最
も大きい輝度低下率である最大輝度低下率ｋｒｇｂ（ｄｍａｘ）を求める。つまり、輝度
補正部１８は、次式（２）で示される最大輝度低下率ｋｒｇｂ（ｄｍａｘ）を求める。
【００５９】
【数２】

【００６０】
　ステップＳ４にて、輝度補正部１８は、点灯時間記憶部７及び輝度低下率記憶部１１を
参照し、第１ＬＥＤ表示部１の全ての第１ＬＥＤ１ａについて、累積点灯時間ｔに対する
理論上の輝度低下率と、ステップＳ３で求めた最大輝度低下率ｋｒｇｂ（ｄｍａｘ）とに
基づいて、各第１ＬＥＤ１ａに対する補正係数を求める。
【００６１】
　ここで、Ｒ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの現在の理論上の輝度をＲｐ，Ｇｐ，Ｂｐとし、
累積点灯時間ｔにおけるＲ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの理論上の輝度低下率をｋｒ（ｔ）
×ｈｒ（ｔｒ／ｔ），ｋｇ（ｔ）×ｈｇ（ｔｇ／ｔ），ｋｂ（ｔ）×ｈｂ（ｔｂ／ｔ）と



(10) JP 6594086 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

し、最大輝度低下率をｋｒｇｂ（ｄｍａｘ）とすると、補正後のＲ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ
１ａの輝度Ｒｃｏｍｐ，Ｇｃｏｍｐ，Ｂｃｏｍｐは、次式（３）で示される。なお、累積
点灯時間ｔにおけるＲ，Ｇ，Ｂの輝度低下率ｋｒ（ｔ）×ｈｒ（ｔｒ／ｔ），ｋｇ（ｔ）
×ｈｇ（ｔｇ／ｔ），ｋｂ（ｔ）×ｈｂ（ｔｂ／ｔ）には、例えば前回の補正において求
めた最大輝度低下率が適用される。
【００６２】
【数３】

【００６３】
　本実施の形態１に係る輝度補正部１８は、上式（３）の右辺の式からＲｐ，Ｇｐ，Ｂｐ
を除いた式を、ステップＳ４で求めるべき補正係数の式として用いる。
【００６４】
　なお、上式（３）における現在の理論上の輝度Ｒｐ，Ｇｐ，Ｂｐは、Ｒ，Ｇ，Ｂの第１
ＬＥＤ１ａの初期輝度をＲ０，Ｇ０，Ｂ０とすると、次式（４）で示される。
【００６５】
【数４】

【００６６】
　上式（４）を上式（３）に代入すれば、補正後のＲ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの輝度Ｒ
ｃｏｍｐ，Ｇｃｏｍｐ，Ｂｃｏｍｐは、次式（５）で示される。次式（５）で示されるよ
うに、輝度Ｒｃｏｍｐ，Ｇｃｏｍｐ，Ｂｃｏｍｐは、Ｒ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの初期
輝度Ｒ０，Ｇ０，Ｂ０を、最大輝度低下率ｋｒｇｂ（ｄｍａｘ）によって統一的に補正し
たものとなる。
【００６７】
【数５】

【００６８】
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　ステップＳ４の後、ステップＳ５にて、輝度補正部１８は、ステップＳ４で求めた補正
係数を用いて、映像信号処理部４の出力信号の輝度を、実質的には第１駆動信号を補正す
ることによって、第１ＬＥＤ１ａの輝度を補正する。その後、ステップＳ１に戻る。
【００６９】
　ステップＳ５では、上述した輝度調整と同様にパルス幅のデューティ比を変更すること
によって輝度の補正が行われる。例えば、ｋｒｇｂ（ｄｍａｘ）＝０．２、ｋｒ（ｔ）×
ｈｒ（ｔｒ／ｔ）＝０．１の場合、補正係数の式（上式（３）の右辺の式からＲｐ，Ｇｐ
，Ｂｐを除いた式）により、輝度Ｒｐに対する補正係数は（１－０．２）／（１－０．１
）＝８／９となる。このため、輝度補正部１８は、ＰＷＭのデューティ比を８／９倍する
ことにより、第１ＬＥＤ１ａの補正を行う。
【００７０】
　＜実施の形態１のまとめ＞
　以上のような補正を行う本実施の形態１に係るＬＥＤ表示装置１００によれば、第１Ｌ
ＥＤ表示部１の補正後の輝度は、補正前の輝度と比べて全体的に低下するが、全ての第１
ＬＥＤ１ａの輝度を、点灯時間が最も長いＬＥＤの輝度（輝度低下率が最も大きい輝度）
に統一することができる。このため、第１ＬＥＤ表示部１全体として輝度の均一性、ホワ
イトバランスを保つことができ、輝度ばらつき及び色ばらつきを抑制することができる。
【００７１】
　通常、ＬＥＤは消費電力が大きくなれば発熱量も大きくなり、ＬＥＤの輝度低下率が大
きくなる。逆に、ＬＥＤは消費電力が小さくなれば発熱量も小さくなり、ＬＥＤの輝度低
下率が小さくなる。このため、デューティ比を固定してＬＥＤの輝度低下率を算出すると
、ＬＥＤの輝度低下率を正しく予想できなくなる。これに対して本実施の形態１に係るＬ
ＥＤ表示装置１００では、第２ＬＥＤ表示部２０１，２０１，２０２，２０３は、異なる
駆動信号（デューティ比）にて駆動され、それぞれの輝度低下率と第２累積点灯時間とを
輝度低下率記憶部１１に記憶するので、駆動信号（デューティ比）による発熱量の違いか
ら発生する輝度低下率の違いを算出することができる。すなわち第１ＬＥＤ表示部１の駆
動信号（デューティ比）と、複数の第２ＬＥＤ表示部２の駆動信号（デューティ比）とが
異なっていても、第１ＬＥＤ表示部１の輝度低下率を精度よく計測（予測）することがで
きるので、輝度補正の精度を高めることができる。
【００７２】
　従来技術では、第１ＬＥＤ表示部１において所望の画像を継続して表示させたまま、第
１ＬＥＤ表示部１の輝度低下率を測定することができず、輝度ばらつき及び色ばらつきを
抑制することができなかった。これに対して本実施の形態１では、第１ＬＥＤ表示部１に
て所望の画像を表示させたまま、第１ＬＥＤ表示部１とは別の第２ＬＥＤ表示部２の輝度
低下率を実測することによって、第１ＬＥＤ表示部１の輝度低下率を実質的に測定するこ
とができるので、輝度ばらつき及び色ばらつきを抑制することができる。この結果、新し
いＬＥＤモジュールへの交換の低減化も期待できる。
【００７３】
　＜変形例＞
　実施の形態１では、第２ＬＥＤ表示部２は、複数組（図１では縦２組×横２組の合計４
組）の第２ＬＥＤ２ａから構成されていた。しかし、第２ＬＥＤ表示部２は、必ずしも複
数組から構成される必要はなく、１組の第２ＬＥＤ２ａから構成されてもよい。ただし、
複数組の第２ＬＥＤ２ａからなる構成は、１組の第２ＬＥＤ２ａからなる構成に比べて、
各色の輝度の平均値を用いることができるので、個々の輝度のばらつきによる悪影響を抑
制することができる。
【００７４】
　また、実施の形態１では、複数の第２ＬＥＤ表示部２に、互いに異なる４つの駆動信号
に基づいて駆動される４つの第２ＬＥＤ表示部２（第２ＬＥＤ表示部２０１，２０２，２
０３，２０４）を適用した。しかしこれに限ったものではなく、複数の第２ＬＥＤ表示部
２には、２以上の駆動信号に基づいて駆動される２以上の第２ＬＥＤ表示部２が適用され
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ればよい。
【００７５】
　また、実施の形態１では、輝度補正部１８は、第２ＬＥＤ表示部２ごとの第２ＬＥＤ２
ａの輝度低下率及び第２累積点灯時間に基づいて、第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率と第２累
積点灯時間との関数ｈｒ（ｄ），ｈｇ（ｄ），ｈｂ（ｄ）を算出し、当該関数に、点灯時
間記憶部７に記憶された第１累積点灯時間を適用して取得した輝度低下率に基づいて、第
１駆動信号を補正した。
【００７６】
　しかしこれに限ったものではなく、輝度補正部１８は、第２ＬＥＤ表示部２ごとの第２
ＬＥＤ２ａの輝度低下率及び第２累積点灯時間から、点灯時間記憶部７に記憶された第１
累積点灯時間に最も近い第２累積点灯時間に対応する第２ＬＥＤ２ａの輝度低下率を取得
してもよい。
【００７７】
　例えば、輝度補正部１８は、第１累積点灯時間に対応するデューティ比が８５％以上で
、かつ１００％以下である場合には、第２ＬＥＤ表示部２０１（デューティ比１００％）
の第２累積点灯時間に対応する輝度低下率を取得する。輝度補正部１８は、第１累積点灯
時間に対応するデューティ比が６０％以上で、かつ８５％未満である場合には、第２ＬＥ
Ｄ表示部２０１（デューティ比７５％）の第２累積点灯時間に対応する輝度低下率を取得
する。輝度補正部１８は、第１累積点灯時間に対応するデューティ比が３５％以上で、か
つ６０％未満である場合には、第２ＬＥＤ表示部２０１（デューティ比５０％）の第２累
積点灯時間に対応する輝度低下率を取得する。輝度補正部１８は、第１累積点灯時間に対
応するデューティ比が３５％未満である場合には、第２ＬＥＤ表示部２０１（デューティ
比２５％）の第２累積点灯時間に対応する輝度低下率を取得する。
【００７８】
　そして、輝度補正部１８は、当該取得した輝度低下率に基づいて、第１駆動信号を補正
してもよい。このような構成でも、実施の形態１と同様に、輝度補正の精度を高めること
ができる。
【００７９】
　なお、以上の変形例は、後述する実施の形態２においても適用可能である。
【００８０】
　＜実施の形態２＞
　本発明の実施の形態２に係るＬＥＤ表示装置のブロック構成は、実施の形態１に係るＬ
ＥＤ表示装置のブロック構成（図１）と同じである。以下、本実施の形態２に係るＬＥＤ
表示装置のうち、実施の形態１と同じまたは類似する構成要素については同じ参照符号を
付し、異なる構成要素について主に説明する。
【００８１】
　実施の形態１に係るＬＥＤ表示装置１００は、例えば第１ＬＥＤ１ａの初期輝度に最大
輝度を用いる場合を想定して、第１ＬＥＤ表示部１の各第１ＬＥＤ１ａの輝度低下率のう
ち最も大きい輝度低下率に統一するように輝度補正を行った。
【００８２】
　これに対して本実施の形態２に係るＬＥＤ表示装置１００は、第１ＬＥＤ１ａの最大輝
度よりも小さい輝度（例えば最大輝度の５０％の輝度）を、第１ＬＥＤ１ａの初期輝度に
用いる。このような構成によれば、輝度補正部１８は、第１ＬＥＤ表示部１の各第１ＬＥ
Ｄ１ａの輝度低下率のうち、最も小さい輝度低下率に統一するように輝度補正を行うこと
ができる。このため、輝度補正部１８は、補正によって、第１ＬＥＤ１ａの輝度を、一定
の初期輝度に調整（維持）することが可能となっている。
【００８３】
　具体的には、Ｒ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの現在の理論上の輝度をＲｐ，Ｇｐ，Ｂｐと
し、累積点灯時間ｔにおけるＲ，Ｇ，Ｂの理論上の輝度低下率をｋｒ（ｔ）×ｈｒ（ｔｒ
／ｔ），ｋｇ（ｔ）×ｈｇ（ｔｇ／ｔ），ｋｂ（ｔ）×ｈｂ（ｔｂ／ｔ）とすると、補正



(13) JP 6594086 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

後のＲ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの輝度Ｒｃｏｍｐ，Ｇｃｏｍｐ，Ｂｃｏｍｐは、次式（
６）で示される。
【００８４】
【数６】

【００８５】
　上式（４）を上式（６）に代入すると、補正後のＲ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの輝度Ｒ
ｃｏｍｐ，Ｇｃｏｍｐ，Ｂｃｏｍｐは、次式（７）で示される。次式（７）で示されるよ
うに、補正後のＲ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの輝度Ｒｃｏｍｐ，Ｇｃｏｍｐ，Ｂｃｏｍｐ
は、Ｒ，Ｇ，Ｂの第１ＬＥＤ１ａの初期輝度Ｒ０，Ｇ０，Ｂ０に補正されることになる。
【００８６】

【数７】

【００８７】
　＜実施の形態２のまとめ＞
　本実施の形態２によれば、初期輝度は低くなるものの、補正前後でも輝度を一定に保つ
ことができる利点がある。第１ＬＥＤ１ａの輝度の補正は、実施の形態１と同様にパルス
幅のデューティ比を変化させることで行うことが可能である。以上のように、輝度が低下
した第１ＬＥＤ１ａの輝度が、初期輝度になるように補正することで、全ての第１ＬＥＤ
１ａの輝度を初期輝度に合わせることが可能となり、経時変化により第１ＬＥＤ１ａの輝
度が低下しても、第１ＬＥＤ表示部１の輝度均一性を保つことが可能となる。
【００８８】
　なお、輝度を一定に維持可能な上述の制御を、複数のＬＥＤパネルによってマルチ画面
表示が可能な構成に対して適用すれば、各ＬＥＤパネルの輝度を同様に一定に保つことが
できる。したがって、上述と同様に、マルチ画面表示全体の輝度を均一に保つことができ
る。
【００８９】
　また以上の説明では、第１ＬＥＤ１ａの輝度補正を、映像信号処理部４の出力に対して
行った。しかし、処理結果として、第１ＬＥＤ１ａの第１駆動信号のデューティ比、駆動
電流、または、第１ＬＥＤ表示部１の駆動が補正されればよく、輝度補正の対象は、映像
信号処理部４の出力に限定されるものではない。
【００９０】
　なお、本発明は、その発明の範囲内において、各実施の形態及び各変形例を自由に組み
合わせたり、各実施の形態及び各変形例を適宜、変形、省略したりすることが可能である
。
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【符号の説明】
【００９１】
　１　第１ＬＥＤ表示部、１ａ　第１ＬＥＤ、２　第２ＬＥＤ表示部、２ａ　第２ＬＥＤ
、７　点灯時間記憶部、１０　輝度測定部、１１　輝度低下率記憶部、１８　輝度補正部
、１００　ＬＥＤ表示装置。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】
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